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令
和
８
年
５
月
28
日
（
木
）
午
後
２
時
か
ら
、
大

阪
狭
山
市
立
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
４
階
大
会
議

室
に
お
い
て
、
令
和
８
年
度
公
益
社
団
法
人
大
阪
狭

山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定
時
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

会
員
数
３
３
５
名
中
、
出
席
者
36
名
、
議
決
権
行

使
者
２
２
８
名
の
合
計
２
６
４
名
に
よ
り
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

 

古
根
川
理
事
長
の
主
催
者
あ
い
さ
つ
の
後
、
公
務

ご
多
忙
の
中
、
大
阪
狭
山
市
長
の
古
川
照
人
様
、
大

阪
狭
山
市
議
会
議
長
の
鳥
山
健
様
に
ご
臨
席
賜
り
、

ご
祝
辞
を
い
た
だ
き 

ま
し
た
。 

議
事
に
移
り
、
議 

長
に
榮
枝
氏
を
選
任 

し
、
上
程
さ
れ
た
議 

案
４
件
、
報
告
４
件 

に
つ
い
て
、
原
案
の 

と
お
り
可
決
、
承
認 

さ
れ
、
芝
本
副
委
員 

長
よ
り
閉
会
の
あ
い 

さ
つ
を
し
て
い
た
だ 

き
ま
し
た
。 

 

    

議議
案案
第第
１１
号号  

 

令
和
７
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て 

 

受
注
件
数
８
９
４
件 

契
約
金
額
は
約
１
億
１
，
３
６
２
万
円 

（
対
前
年
度
比
約
１
．
０
１
％
減
） 

議議
案案
第第
２２
号号  

 

令
和
７
年
度
決
算
報
告
及
び
監
査
報
告
に
つ
い
て 

経
常
収
益
は
約
１
億
４
，
７
４
１
万
円
、
経
常
費

用
は
約
１
億
５
，
０
５
７
万
円
で
、
当
期
経
常
増

減
額
は
約
３
１
５
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。 

議
案
第
１
号
、
議
案
第
２
号
が
一
括
上
程
さ
れ
、

監
査
報
告
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

議議
案案
第第
３３
号号  

定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て  

  

理
事
会
運
営
の
充
実
・
強
化
を
図
る
た
め
、
役
員

体
制
の
見
直
し
な
ど
所
要
の
変
更
を
行
い
ま
し

た
。 

議議
案案
第第
４４
号号  

  

役
員
の
選
任
に
つ
い
て 

 

令
和
８
・
９
年
度
の
役
員
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

報報
告告
第第
１１
号号 

 

令
和
８
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て 

（
１
）
会
員
の
拡
大
と
普
及
啓
発
活
動
の
推
進 

 

（
２
）
就
業
機
会
の
確
保
と
適
正
就
業
の
推
進 

 

（
３
）
安
全
就
業
と
健
康
管
理
の
推
進 

 

（
４
）
研
修
・
講
習
会
の
実
施 

 

（
５
）
そ
の
他 

報報
告告
第第
２２
号号 

 

令
和
８
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て 

 

収
支
予
算
額
は
、
９
，
５
２
７
万
５
千
円
で
す
。 

報報
告告
第第
３３
号号 

 

令
和
８
年
度
資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の
見
込
み

に
つ
い
て 

 

（
１
）
資
金
調
達
の
見
込
み
に
つ
い
て 

 

（
２
）
設
備
投
資
の
見
込
み
に
つ
い
て 

 
 
 
 

い
ず
れ
も
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん 

報報
告告
第第
４４
号号  

 

配
分
金
支
払
規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

   
 

こ
の
度
、
古
根
川
前
理
事
長
の
後
任
と
し
て
理
事

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
、
芝
本
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

微
力
な
が
ら
、
諸
先
輩
方
が
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ

ま
し
た
理
念
を
し
っ
か
り
と
受
け
継
ぎ
、
役
員
・
事

務
局
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
当
セ
ン
タ
ー
の
基
本

理
念
で
あ
る
「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」
に
基

づ
き
、
当
セ
ン
タ
ー
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
邁
進

し
て
い
く
所
存
で
す
。 

会
員
の
皆
様
が
持
つ
豊
富
な
知
識
や
経
験
を
存
分

に
発
揮
し
、
就
業
を
通
じ
て
豊
か
で
活
動
的
な
生
活

と
生
き
が
い
の
充
実
を
図
り
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く

り
に
寄
与
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
当
セ
ン
タ
ー
事
業
の

さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

 令令
和和
８８
年年
度度  

定定
時時
総総
会会
開開
催催
ささ
れれ
るる  

事事

務務

局局

だだ

よよ

りり  

芝芝
本本
新新
理理
事事
長長
のの
ああ
いい
ささ
つつ  
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総
会
開
会
挨
拶 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

理
事
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

古 

根 

川 
 

保 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

公
益
社
団
法
人
大
阪
狭
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
令
和
８
年
度
定
時
総
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
ご

挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。 

国
が
策
定
し
た
新
た
な
「
高
年
齢
者
等
職
業
安
定

対
策
基
本
方
針
」
で
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
の
活
性
化
等
に
よ
る
多
様
な
就
業
機
会
や
高
齢

期
の
幅
広
い
活
躍
の
機
会
の
提
供
が
掲
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
一
方
で
、
企
業
に
お
け
る
「
70
歳
ま
で
の
就

業
機
会
確
保
」
が
努
力
義
務
と
な
り
、
当
セ
ン
タ
ー

で
も
平
均
年
齢
の
上
昇
に
対
応
し
た
運
営
が
求
め
ら

れ
る
中
、
地
域
に
根
ざ
し
た
「
自
主
・
自
立
、
共
働
・

共
助
」
と
い
う
理
念
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
視
さ

れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
活
動
に
お
い
て
何
よ
り
も
優
先
す
べ
き
は

「
安
心
・
安
全
な
就
業
」
で
す
。
高
齢
者
の
労
働
災

害
防
止
に
向
け
た
国
の
指
針
も
強
化
さ
れ
て
い
る
た

め
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
熱
中
症
対

策
を
含
む
日
々
の
健
康
管
理
に
十
分
留
意
さ
れ
、
無

理
の
な
い
範
囲
で
安
全
第
一
に
活
動
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

皆
様
の
活
動
は
地
域
の
活
力
を
維
持
す
る
た
め
に

欠
か
せ
な
い
大
き
な
力
で
す
。「
シ
ル
バ
ー
で
働
く
こ

と
が
、
自
身
の
健
康
と
地
域
の
笑
顔
に
つ
な
が
る
」

と
い
う
喜
び
を
分
か
ち
合
え
る
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
、

今
後
も
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。 

結
び
に
あ
た
り
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多

幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
開
会
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

総
会
祝
辞 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
阪
狭
山
市
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

古 

川 

照 

人 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

令
和
８
年
度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を

心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
よ
り
大
阪
狭

山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
会
員
の
皆
様
が
長
年
培
わ
れ
た
豊
か
な
知
識
や

経
験
を
活
か
し
、
市
内
の
清
掃
活
動
や
施
設
管
理
を

は
じ
め
と
し
た
多
岐
に
わ
た
る
事
業
を
通
じ
て
、
本

市
の
地
域
社
会
の
発
展
と
活
力
向
上
に
多
大
な
る
ご

貢
献
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

今
、
私
た
ち
が
生
き
る
「
人
生
１
０
０
年
時
代
」

に
お
い
て
は
、
高
齢
期
を
い
か
に
過
ご
す
か
が
重
要

な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
社
会
参
加
の
機
会
が

減
少
し
が
ち
な
高
齢
期
に
お
い
て
、
仕
事
を
通
じ
た

社
会
と
の
つ
な
が
り
は
、
定
期
的
な
外
出
や
他
者
と

の
交
流
を
生
み
出
し
、
心
身
の
健
康
を
保
つ
た
め
の

契
機
と
な
り
ま
す
。 

 

「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」
の
理
念
の
も
と

に
、
皆
様
が
働
く
喜
び
を
分
か
ち
合
い
、
元
気
に
活

動
さ
れ
て
い
る
姿
は
、
本
市
の
高
齢
者
福
祉
の
大
き

な
支
え
で
あ
り
、
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
も
心
強
い

存
在
で
す
。 

 

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
皆
様
が
安
全
・
安
心

に
、
そ
し
て
生
き
が
い
を
持
っ
て
就
業
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
引
き
続
き
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

む
す
び
に
あ
た
り
、
貴
セ
ン
タ
ー
の
今
後
さ
ら
な

る
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
、

ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

総
会
祝
辞 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
阪
狭
山
市
議
会
議
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鳥
山 

健 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

市
議
会
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
鳥
山
で
ご
ざ

い
ま
す
。今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
大
阪
狭
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
令
和
８
年
度
定
時
総
会
が
、
多
く
の
会
員
の
皆
様

の
ご
参
加
の
も
と
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
、

心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

理
事
長
を
は
じ
め
と
す
る
役
員
・
会
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
高
齢
者
の
就
業
機
会
の
提
供
や

幅
広
い
事
業
活
動
を
通
じ
、
健
康
で
生
き
が
い
の
あ

る
生
活
の
実
現
、
そ
し
て
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
発

展
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
感
謝

と
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

高
齢
化
が
進
む
わ
が
国
で
は
、
多
く
の
高
齢
者
が

働
き
な
が
ら
充
実
し
た
生
活
を
送
る
「
生
涯
現
役
」

の
社
会
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
地
域
で
果
た
す
役
割
や
期
待

は
重
要
と
な
る
と
と
も
に
、
今
後
さ
ら
に
高
ま
っ
て

い
く
も
の
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
意
欲
の
あ
る
高
齢

者
の
皆
様
の
経
験
豊
か
な
技
術
を
生
か
し
て
活
躍
で

き
る
環
境
づ
く
り
や
仲
間
づ
く
り
、
そ
し
て
地
域
社

会
へ
の
参
加
を
応
援
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 

結
び
に
、
大
阪
狭
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
今
後
益
々
の
ご
発
展
と
、
本
日
ご
列
席
の
皆
様
の

ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
私

か
ら
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
は
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 
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令
和
８
年
５
月
28
日
（
木
）
午
後
２
時
か
ら
、
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狭
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市
立
コ
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４
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大
会
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室
に
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、
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度
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社
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時
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会
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会
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数
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中
、
出
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名
、
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決
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名
の
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名
に
よ
り
開
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れ
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古
根
川
理
事
長
の
主
催
者
あ
い
さ
つ
の
後
、
公
務

ご
多
忙
の
中
、
大
阪
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山
市
長
の
古
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様
、
大

阪
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長
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議
事
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り
、
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長
に
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、
上
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、
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て
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と
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８
９
４
件 

契
約
金
額
は
約
１
億
１
，
３
６
２
万
円 

（
対
前
年
度
比
約
１
．
０
１
％
減
） 

議議
案案
第第
２２
号号  

 

令
和
７
年
度
決
算
報
告
及
び
監
査
報
告
に
つ
い
て 

経
常
収
益
は
約
１
億
４
，
７
４
１
万
円
、
経
常
費

用
は
約
１
億
５
，
０
５
７
万
円
で
、
当
期
経
常
増

減
額
は
約
３
１
５
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。 

議
案
第
１
号
、
議
案
第
２
号
が
一
括
上
程
さ
れ
、

監
査
報
告
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

議議
案案
第第
３３
号号  

定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て  

  

理
事
会
運
営
の
充
実
・
強
化
を
図
る
た
め
、
役
員

体
制
の
見
直
し
な
ど
所
要
の
変
更
を
行
い
ま
し

た
。 

議議
案案
第第
４４
号号  

  

役
員
の
選
任
に
つ
い
て 

 

令
和
８
・
９
年
度
の
役
員
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

報報
告告
第第
１１
号号 

 

令
和
８
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て 

（
１
）
会
員
の
拡
大
と
普
及
啓
発
活
動
の
推
進 

 

（
２
）
就
業
機
会
の
確
保
と
適
正
就
業
の
推
進 

 

（
３
）
安
全
就
業
と
健
康
管
理
の
推
進 

 

（
４
）
研
修
・
講
習
会
の
実
施 

 

（
５
）
そ
の
他 

報報
告告
第第
２２
号号 

 

令
和
８
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て 

 

収
支
予
算
額
は
、
９
，
５
２
７
万
５
千
円
で
す
。 

報報
告告
第第
３３
号号 

 

令
和
８
年
度
資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の
見
込
み

に
つ
い
て 

 

（
１
）
資
金
調
達
の
見
込
み
に
つ
い
て 

 

（
２
）
設
備
投
資
の
見
込
み
に
つ
い
て 

 
 
 
 

い
ず
れ
も
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん 

報報
告告
第第
４４
号号  

 

配
分
金
支
払
規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

   
 

こ
の
度
、
古
根
川
前
理
事
長
の
後
任
と
し
て
理
事

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
、
芝
本
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

微
力
な
が
ら
、
諸
先
輩
方
が
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ

ま
し
た
理
念
を
し
っ
か
り
と
受
け
継
ぎ
、
役
員
・
事

務
局
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
当
セ
ン
タ
ー
の
基
本

理
念
で
あ
る
「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」
に
基

づ
き
、
当
セ
ン
タ
ー
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
邁
進

し
て
い
く
所
存
で
す
。 

会
員
の
皆
様
が
持
つ
豊
富
な
知
識
や
経
験
を
存
分

に
発
揮
し
、
就
業
を
通
じ
て
豊
か
で
活
動
的
な
生
活

と
生
き
が
い
の
充
実
を
図
り
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く

り
に
寄
与
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
当
セ
ン
タ
ー
事
業
の

さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

 令令
和和
８８
年年
度度  
定定
時時
総総
会会
開開
催催
ささ
れれ
るる  

事事

務務

局局

だだ

よよ

りり  

芝芝
本本
新新
理理
事事
長長
のの
ああ
いい
ささ
つつ  
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シルバーワーク 無理はしません できません 安全第一 細く長くが合言葉    ④ 

 

理事長 

芝本 渡 

理事 

山崎由紀子 
理事 

大久保和義 
理事 

久保美佐子 
理事 

山本 高久 
監事 

松本 善造 
監事 

宮﨑 知右 
理事 

林 悦子 

副理事長 

大北 哲 
副理事長 

永島 悟 
理事 

青山 惠二 
理事 

倉田トヨ子 
理事 

奥村 孝行 
理事 

塚本 哲夫 

令令 和和 ８８ ・・ ９９ 年年 度度 役役 員員 紹紹 介介  

熱熱
中中
症症
見見
舞舞
金金
制制
度度
にに
つつ
いい
てて  

全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

協
会
が
実
施
す
る
見
舞
金
制
度
で
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
提
供
し
た
仕

事
に
従
事
中
（
就
業
先
へ
の
往
復
途
上

を
含
む
）
に
熱
中
症
に
な
り
、
死
亡
、

入
院
、
通
院
し
た
場
合
に
見
舞
金
が
支

払
わ
れ
る
制
度
で
す
。 

 

詳
し
く
は
、
事
務
局
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。 

 

定定
期期
健健
康康
診診
断断
をを  

受受
診診
しし
まま
しし
ょょ
うう  

 

快
適
な
毎
日
を
送
る
た
め
に
は
、
日

頃
か
ら
健
康
に
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
自
分
だ
け
は
健
康
だ
と
思

っ
て
い
て
も
、
気
付
か
な
い
う
ち
に
病

気
に
か
か
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま

す
。 

 

ま
た
、
健
康
診
断
は
自
身
の
健
康
状

況
を
把
握
し
、
安
心
し
て
就
業
で
き
る

バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

自
覚
症
状
が
な
く
て
も
、
年
に
一
度

は
必
ず
健
康
診
断
を
受
診
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。 

監事 

高井 悟 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

広
報
委
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

豊
岡 

賢
二 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

広
報
委
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

津
村 

知
彦 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

広
報
委
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

内
野 

ヒ
ロ
ミ 

 

      
 

 
 

 
 

 
 

 
 

事
務
局
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山
本 

泰
士 

 

 

職
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

藤
原 

律
子 

  
職
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
成
松 

一
人 
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⑤           作業の前に危険予知、要所要所で指差し呼称 

活活  

動動  

報報  

告告 
●
安 
全 
講 

習 

会 

 

令
和
８
年
２
月
19
日
（
木
）
、
大
阪
狭
山
市
立
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
４
階
大
会
議
室
に
て
、
令
和

７
年
度
第
２
回
安
全
講
習
会
が
開
催
さ
れ
、
当
時
は

32
名
の
会
員
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

 

講
習
会
で
は
、
大
阪
狭
山
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
岩
橋
様
（
保
健
師
）
と
天
見
様
（
社
会
福
祉
士
）

を
講
師
に
お
迎
え
し
、「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
」
と
し
て
、
認
知
症
を
取
り
巻
く
現
状
を
は
じ
め

と
す
る
基
礎
知
識
や
早
期
発
見
に
つ
な
が
る
チ
ェ
ッ

ク
方
法
、
さ
ら
に
日
常
生
活
で
取
り
組
め
る
予
防
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
丁
寧
で
分
か
り
や
す
く
ご
講

義
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 

             

                                

                               

令和８年４月２６日(日) 

狭山池堤内 

令和８年２月９日（月） 

西山霊園 

   

狭山池まつり

令和８年６月２３日（火） 

コノミヤ・キリン堂       オークワ 

 

スマホ講習会

   

 

令和８年２月６日(金) 

ワークプラザ２階 
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令和８年７月          シルバーおおさかさやま           第 36号 

前後左右 見る余裕に 事故はなし             ⑥ 

健健  
康康  

安安  

全全 
定
年
後
の
『 
静 

寂 

』
を
、 

『 

新
し
い
役
割 
』
に
変
え
る
た
め
に 

「
お
疲
れ
様
で
し
た
」
。
長
年
、
第
一
線
で
戦

い
抜
い
た
そ
の
日
に
、
拍
手
と
と
も
に
訪
れ

た
の
は
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
『
静

か
な
時
間
』
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？ 

 

趣
味
も
な
い
、
話
し
相
手
は
家
族
だ
け
。

気
が
つ
け
ば
一
日
中
誰
と
も
言
葉
を
交
わ
さ

ず
、
テ
レ
ビ
の
音
だ
け
が
響
く―

―

。
そ
ん

な
毎
日
が
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
心

と
脳
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
削
っ
て
い
る
と
し
た

ら
、
ど
う
で
し
ょ
う
。 

実
は
、
私
の
母
も
そ
う
で
し
た
。 

苦
労
し
て
働
き
続
け
、
引
退
し
た
後
に
訪

れ
た
の
は
「
孤
立
」
で
し
た
。
難
聴
に
気
づ

か
な
い
ま
ま
挨
拶
を
さ
れ
て
も
聞
こ
え
ず
、

「
無
視
さ
れ
た
」
と
思
い
込
ん
で
し
ま
う…

。

そ
ん
な
寂
し
さ
が
重
な
り
、
今
で
は
ア
ル
ツ

ハ

イ

マ

ー
型

認

知
症
を

患

っ

て
い

ま

す

。 

母
の
姿
を
近
く
で
見
守
っ
て
き
た
か
ら
こ
そ
、

確
信
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
誰
か
と

繋
が
る
」
こ
と
は
、
単
な
る
楽
し
み
で
は
な

く
、
心
と
脳
の
健
康
を
守
る
た
め
の
、
最
も

大
切
な
「
医
療
」
な
の
で
す
。 

「
心
の
窓
」
を
少
し
だ
け
開
け
る
、
３
つ

の
ヒ
ン
ト 

1
．「
外
」
の
刺
激
を
脳
へ 

目
的
は
立
派
な
趣
味
で
な
く
て
い
い
の
で

す
。
近
所
を
散
歩
す
る
だ
け
で
、
脳
に
は
新

し
い
情
報
と
い
う
刺
激
が
届
き
、
活
性
化
の

ス
イ
ッ
チ
が
入
り
ま
す
。 

2
．
独
り
言
を
「
声
」
に
変
え
る 

会
話
が
な
い
と
、
言
葉
を
操
る
力
は
錆
び

つ
い
て
し
ま
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
に

「
そ
う
な
ん
だ
」
と
相
槌
を
打
つ
だ
け
で
、

脳
は
「
会
話
」
を
し
て
い
る
と
認
識
し
ま
す
。 

3
．
挨
拶
は
、
最
強
の
「
生
存
確
認
」 

何
を
話
せ
ば
い
い
か
迷
っ
た
ら
、
挨
拶
だ

け
で
１
０
０
点
満
点
で
す
。
近
所
の
方
へ
の

「
こ
ん
に
ち
は
」
は
、
相
手
に
あ
な
た
の
存

在
を
伝
え
る
、
何
よ
り
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
で
す
。 

最
後
に 

「
役
割
」
を
終
え
た
今
、
あ
な
た
が
担
う

一
番
大
切
な
役
割
は

『
あ
な
た
自
身
を
元

気
に
保
つ
こ
と
』
で
す
。 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
の
活
動
は
、

特
別
な
能
力
を
披
露
す
る
場
所
で
は
な
く
、

「
誰
か
と
一
緒
に
い
る
こ
と
」
を
共
有
す
る

場
所
で
す
。 

昨
日
ま
で
は
一
人
で
も
、
今
日
か
ら
誰
か

と
繋
が
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
、
今

日
一
日
、
誰
か
に
『
挨
拶
』
を
す
る
こ
と
か

ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
精
神
保
健
福
祉
士

と
し
て
、
皆
さ
ん
の
地
域
で
の
“
笑
顔
”
が

こ
れ
か
ら
も
続
く
こ
と
を
、
心
か
ら
願
っ
て

い
ま
す
。 

・ 
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⑦    シルバーワーク 無理はしません できません 安全第一 細く長くが合言葉 

    

①
第
44
回
大
会 

令
和
７
年
12
月
17
日
（
水
）
、
堺
CC
に
て
第
44

回
大
会
が
ゴ
ル
フ
愛
好
家
13
名
参
加
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
寒
波
襲
来
の
合
間
、
何
と
か
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
も
持
ち
こ
た
え
プ
レ
ー
出
来
ま
し
た
。 

結
果
、
優
勝
は
松
本
氏
、
２
位
は
勘
山
氏
、
３
位

は
田
中
氏
が
入
賞
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
無
理
を
せ
ず

引
続
き
安
全
第
一
の
プ
レ
ー
で
無
事
終
了
し
て
頂
き

ま
し
た
。
ご
参
加
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

②
第
45
回
大
会 

令
和
８
年
５
月
13
日
（
水
）
堺
CC
に
て
第
45
回

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
五
月
晴
れ
の
中
、
ゴ
ル

フ
大
好
き
12
名
が
集
結
、
好
プ
レ
ー
続
出
熱
い
戦

い
と
な
り
ま
し
た
。 

 

結
果
、
優
勝
は
島
田
氏
、
２
位
は
田
中
氏
と
山
内

氏
が
入
賞
し
ま
し
た
。
引
続
き
皆
さ
ん
安
全
第
一
の

プ
レ
ー
で
無
事
楽
し
く
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

ご
参
加
有
難
う
ご
ざ
い
ま 

し
た
。
次
回
９
月
16
日 

（
水
）
堺
CC
に
て
開
催
致 

し
ま
す
。 

只
今
新
メ
ン
バ
ー
募
集 

中
、
ス
コ
ア
も
然
る
事
乍
、 

健
康
ゴ
ル
フ
が
目
的
で
す
。 

参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま 

す
。 

  

     

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
は
、
現
在
９
名
で
２
ケ
月
に
１

回
、
偶
数
月
の
第
１
木
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。 

毎
回
、
低
料
金
で
楽
し
め
る
こ
と
か
ら
、
市
内
カ

ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
で
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
部
屋
代
、

飲
み
物
代
等
々
徐
々
に
使
用
料
金
が
値
上
が
り
し
て

い
て
、
料
金
が
一
般
の
カ
ラ
オ
ケ
店
と
あ
ま
り
変
わ

ら
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
こ
と
か
ら
、
今
回
６
月
の
開
催
を
大
野
地
区

に
あ
る
個
人
の
カ
ラ
オ
ケ
店
で
貸
し
切
り
で
行
い
ま

し
た
。 

貸
し
切
り
に
は
10
名
以
上
の
人
数
が
必
要
で
す

が
、
欠
席
者
も
あ
り
当
日
の
出
席
者
は
、
７
名
と
な

り
ま
し
た
が
、
店
の
ご
厚
意
に
よ
り
10
名
未
満
で
も

使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
で
は
、
選
曲
は
自
身
で
入
力

し
て
い
ま
し
た
が
、
店
で
は
、
マ
マ
さ
ん
が
曲
名
を

１
人
１
人
聞
い
て
く
れ
入
力
し
て
く
れ
ま
す
。 

今
回
初
め
て
、
点
数
表
示
の
出
る
モ
ー
ド
に
し
て

歌
唱
の
度
に
点
数
予
想
を
し
て
、
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
う
ま
く
い
っ
て
大
体
84
～
85
点
く
ら
い
で
、
90

点
超
え
は
ほ
と
ん
ど
出
ま
せ
ん
。
た
だ
、
会
員
の
Ｏ

氏
は
と
て
も
上
手
で
、
平
均
95
点
、
最
高
97
点
ま
で

出
ま
し
た
。 

次
回
も
い
ろ
い
ろ
楽
し
い
企
画
を
考
え
開
催
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※  

ゴ
ル
フ
・
カ
ラ
オ
ケ
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、

お
気
軽
に
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

     

長
い
人
生
を
歩
ん
で
き
た
今
、
あ
ら
た
め
て
そ
の 

知
恵
の
深
さ
に
気
づ
か
さ
れ
る
言
葉
が
あ
り
ま
す
。 

そ
れ
が
「「
腹腹
八八
分分
目目
」」
で
す
。 

シ
ニ
ア
世
代
に
と
っ
て
、
消
化
器
官
の
負
担
を
減 

ら
す
こ
と
は
、
翌
日
の
体
の
軽
さ
に
直
結
し
ま
す
。 

満
腹
ま
で
食
べ
て
し
ま
う
と
、
体
は
消
化
の
た
め
に 

多
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
、
食
後
の
強
い
眠
気
や 

胃
も
た
れ
を
引
き
起
こ
し
が
ち
で
す
。 

一
方
で
、
胃
に
わ
ず
か
な
「
余
白
」
を
残
し
て
お
く 

と
、
食
後
も
身
軽
に
動
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 
 

【【
腹腹
八八
分分
目目
をを
習習
慣慣
にに
すす
るる
ココ
ツツ
】】  

 

一一
、、
一一
日日
３３
度度
のの
食食
事事
をを
習習
慣慣
にに
すす
るる  

 

３
度
に
わ
け
る
こ
と
で
、
一
回
の
食
事
に
お
け
る 

食
べ
す
ぎ
を
防
ぎ
ま
す
。 

 

二二
、、
時時
間間
をを
かか
けけ
てて
食食
事事
をを
すす
るる  

 

満
腹
を
感
じ
る
ま
で
２
０
分
ほ
ど
か
か
る
の
で
、 

食
事
に
か
け
る
時
間
を
そ
れ
以
上
か
け
る
。 

 

三三
、、
植植
物物
繊繊
維維
をを
含含
んん
だだ
もも
のの
をを
食食
べべ
るる  

 

野
菜
・
き
の
こ
・
海
藻
類
な
ど
を
摂
る
こ
と
で 

噛
む
回
数
が
増
え
、
満
腹
感
が
高
ま
り
ま
す
。 

 

四四
、、
スス
トト
レレ
スス
にに
注注
意意
すす
るる  

 

ス
ト
レ
ス
な
く
、
穏
や
か
な
気
持
ち
で
ゆ
っ
く
り 

と
食
事
を
摂
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。 

ゴゴ
ルル
フフ
同同
好好
会会
「「
ちち
とと
せせ
会会
」」  

カカ  

ララ  

オオ  

ケケ  

同同  

好好  

会会  

豆豆  

知知

識識  
識識  

令和６年１月 シルバーおおさかさやま 第 31 号 

－－

猛
暑
真
っ
只
中
の
７
月
26
日
、
第
35
回
大
会
が
開

催
さ
れ
た
。12
名
の
ゴ
ル
フ
好
き
が
堺
CC
に
集
結
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
組
に
分
か
れ
ス
タ
ー
ト
し
て
行
っ
た
。

な
に
し
ろ
体
温
を
超
え
る
よ
う
な
暑
さ
、
集
中
し
て

プ
レ
ー
す
る
の
は
、
と
て
も
難
し
い
中
、
そ
れ
で
も

半
数
以
上
の
参
加
者
は
二
桁
で
上
が
っ
て
き
た
。
結

果
、
念
願
の
優
勝
杯
を
手
に
し
た
の
は
、
三
方
氏
で

２
位
に
中
西
氏
、
そ
し
て
３
位
に
葛
西
氏
が
入
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
賞
を
手
に
し
た
。 

時
は
流
れ
10
月
18
日
、
雲
一
つ
な
い
秋
晴
れ
の
下
、

第
36
回
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
夏
の
猛
暑
の
名

残
か
、
日
中
に
か
け
気
温
は
、
ぐ
ん
ぐ
ん
上
が
り
、

14
名
の
参
加
者
は
、
こ
の
気
温
に
負
け
る
こ
と
な
く

“
ア
ツ
イ
”
戦
い
を
繰
り
広
げ
た
。 

結
果
、
優
勝
は
松
本
氏
、
２
位
に
木
村
氏
、
そ
し

て
３
位
に
は
僅
差
で
中
村
氏
が
入
り
、
そ
れ
ぞ
れ
記

念
の
賞
を
手
に
し
た
。 

こ
れ
で
、
令
和
５
年
の
“
ち
と
せ
会
”
コ
ン
ペ
も

無
事
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
関
係
者
全
員
に
感

謝
、
感
謝
で
す
。 

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
の
メ
ン
バ
ー
は
現
在
５
名
し
か

在
籍
し
て
お
り
ま
せ
ん
。 

平
成
27
年
発
足
後
、
29
年
に
は
最
多
の
15
名
も

の
会
員
が
在
籍
し
て
お
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
に
よ
り
約
３
年
間
活

動
が
出
来
な
く
、
そ
の
間
に
多
く
の
会
員
が
セ
ン
タ

ー
を
退
会
す
る
な
ど
当
同
好
会
の
会
員
数
も
減
少
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
ん
な
中
で
す
が
令
和
５
年
度
か
ら
活
動
を
再
開

し
、
４
月
、
７
月
、
８
月
、
10
月
、
の
４
回
開
催
し

ま
し
た
。 

カ
ラ
オ
ケ
は
高
齢
者
に
大
変
人
気
が
あ
り
ま
す
。

歌
う
こ
と
は
認
知
症
予
防
、
高
血
圧
に
も
効
果
が

あ
り
、
ま
た
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
な
ど
良
い
こ
と
ず
く

め
で
す
。 

今
後
、
カ
ラ
オ
ケ
の
楽
し
さ
や
魅
力
等
を
多
く
の

方
々
に
PR
し
会
員
数
を
増
や
し
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。
カ
ラ
オ
ケ
に
少
し
で
も
興
味
の
あ
る
方

は
、
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。 

※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※  

ゴ
ル
フ
・
カ
ラ
オ
ケ
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、

お
気
軽
に
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

電
話
番
号072-366-2277 

こ
の
度
、
新
た
に
広
報
委
員
を
募
集
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
広
報
委
員
会
の
活
動
に
興
味
が
あ
り
、

ご
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
是
非
、
ご
応
募
し

て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

広
報
委
員
会
で
は
、
市
民
の
方
々
に
対
し
、
当
セ

ン
タ
ー
を
広
く
認
知
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
普
及
啓

発
活
動
の
推
進
や
会
報
誌
「
シ
ル
バ
ー
お
お
さ
か
さ

や
ま
」
を
年
２
回
発
行
し
て
い
ま
す
。

普
及
啓
発
活
動
の
内
容
と
し
て
、

市
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
チ
ラ

シ
等
の
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
報
誌
で
は
、
安
全
・・
健
康
に
関
す
る
こ

と
や
活
動
報
告
等
、
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
に
関
わ
る

情
報
を
年
間
約
８
回
の
会
議
を
開
催
し
、
紙
面
の
企

画
・
立
案
・
編
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

後
日
、
広
報
委
員
の
募
集
に
つ
い
て
の
文
書
を
送

付
い
た
し
ま
す
の
で
、
同
封
さ
れ
て
い
る
応
募
用
紙

に
記
入
の
上
、
当
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
持
ち
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ゴゴ
ルル
フフ
同同
好好
会会
「「
ちち
とと
せせ
会会
」」

カカ

ララ

オオ

ケケ

同同

好好

会会

35 回三方氏 36 回松本氏 

新新

広広

報報

委委

員員

のの

募募

集集

シルバーおおさかさやま令和８年７月 第 36 号



令和８年７月 シルバーおおさかさやま 第 36 号 

作業の前に危険予知、要所要所で指差し呼称 ⑧ 

近
藤 

茂
さ
ん 78

歳

◆

シシ
ルル
ババ
ーー
会会
員員
1100
年年
のの
歩歩
みみ
（（
入入
会会
後後
、、
経経

験験
ささ
れれ
たた
就就
業業
職職
種種
内内
容容
はは
？？
））  

入
会
後
す
ぐ
に
高
齢
者
家
庭
の
清
掃
や
庭
園
の

除
草
、
駐
車
場
の
管
理
、
枯
葉
の
清
掃
等
の
仕
事

に
つ
き
、
そ
の
後
希
望
し
て
い
た
学
校
関
係
の
仕

事
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
仕
事
の
内
容

と
し
て
は
、
小
学
校
登
下
校
時
の
安
全
管
理
と
職

員
室
の
清
掃
等
々
。
当
初
５
年
、
そ
の
後
２
年
ほ

ど
の
ブ
ラ
ン
ク
を
経
て
、
再
度
学
校
関
係
の
仕
事

に
つ
き
３
年
、
都
合
８
年
目
に
は
い
り
ま
し
た
。

◆

就就
業業
中中
印印
象象
にに
残残
っっ
たた
ここ
とと  

学
校
の
下
校
時
に
、
悪
気
は
な
い
が
集
団
行
動

が
苦
手
な
悪
戯
児
童
と
車
の
ニ
ア
ミ
ス
が
あ
り

「
ヒ
ヤ
リ
。
ハ
ッ
と
し
た｣

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
悪

戯
好
き
な
子
、
や
ん
ち
ゃ
な
子
ほ
ど
可
愛
く
て
特

に
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

◆

就就
業業
をを
通通
しし
てて
得得
たた
もも
のの  

職
場
ま
で
歩
い
て
仕
事
に
通
っ
て
い
る
の
で
身

体
も
な
ま
っ
て
こ
な
い
し
、
学
校
で
い
ろ
ん
な
人

と
の
会
話
も
楽
し
め
、
児
童
か
ら
「
お
っ
ち
ゃ
ん
」

と
呼
ば
れ
る
と
元
気
も
出
て
き
ま
す
。 

 ◆

就就
業業
をを
通通
しし
てて
感感
謝謝
ささ
れれ
たた
ここ
とと  

卒
業
式
前
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
か
ら
お
礼
の
手
紙
を

も
ら
っ
た
り
、
子
供
の
手
書
き
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

全
校
生
徒
の
前
で
読
ん
で
く
れ
た
り
し
た
こ
と
が

あ
り
、
そ
れ
が
や
は
り
嬉
し
い
で
す
ね
。 

◆

今今
後後
後後
進進
にに
伝伝
ええ
たた
いい
ここ
とと  

自
分
の
健
康
が
第
一
。
つ
い
で
人
に
喜
ば
れ
る

よ
う
率
先
し
て
仕
事
に
励
み
、
積
極
的
に
他
人
と

お
話
し
て
く
だ
さ
い
。 

◆

そそ
のの
他他
（（
人人
物物
紹紹
介介
））  

人
材
セ
ン
タ
ー
登
録
前
の
現
役
時
代
は
無
口
だ

っ
た
と
い
う
話
が
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
、
包
容

力
が
あ
り
、
話
が
し
や
す
い
雰
囲
気
を
自
然
と
作

ら
れ
る
、
笑
顔
良
し
の
方
で
す
。 

水
分
補
給
、
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

今
年
の
夏
も
暑
い
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。
水

分
補
給
に
つ
い
て
は
、
皆
様
心
が
け
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
が
、
何
で
補
給
し
て
い
ま
す
か
？ 

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
で
補
給
さ
れ
て
い
る
方
、

コ
ン
ビ
ニ
で
よ
く
目
に
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク

500
㎖
に
は
約
30
ｇ
の
糖
分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
、
世
界
保
健
機
関(W

H
O

)

が
推
奨
す

る
成
人
の
摂
取
量
の
目
安
（
一
日
25
ｇ
以
下
）
を

上
回
る
量
で
す
。 

糖
分
の
多
い
飲
料
を
短
時
間
に
大
量
に
飲
む
と

血
糖
値
が
急
激
に
上
昇
し
ま
す
。
こ
う
し
た
状
態

が
続
く
と
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
が
追
い
つ
か
な

く
な
り
、
高
血
糖
状
態
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

高
血
糖
に
な
る
と
、
尿
と
し
て
糖
を
排
出
し
よ
う

と
し
て
尿
量
が
増
え
、
脱
水
が
進
む
た
め
、
強
い

喉
の
渇
き
を
感
じ
ま
す
。 

暑
い
時
期
は
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給
が
必
要
で

す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
や
清
涼
飲
料
水
を
控

え
て
、『
水
や
麦
茶
』
な
ど
、
糖
分
の
含
ま
れ
な
い

飲
み
物
を
積
極
的
に
摂
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！ 

永永

年年

就就

業業

会会

員員

のの

声声

就 業 中 

編
　
集
　
後
　
記
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